
令和７年４月末 昨年同期 増減

発生件数 13件 10件 +3件

遭難者数 17人 12人 +5人

※数値は暫定値です
遭難態様

令和７年４月末 昨年同期 増減

転倒・滑落 ５件 ３件 ＋２件

道迷い ５件 ３件 ＋２件

病気・疲労 ２件 ２件 ±０件

その他 １件 ２件 －１件

（令和７年４月末現在）

昨年の山岳遭難発生件数は『51件』で、平成27年・
令和４年と並び過去最多の発生件数でした。
今年は既に『13件』の山岳遭難が発生し、過去最多

だった去年の同月比より『３件』増加しています。
また昨年は、５月中に『10件』の山岳遭難が発生し

ています。
毎年、５月・６月は山岳遭難が多発します。
軽装での登山や安易な考えでの登山は遭難に繋がり

ます。
『適切な装備』『年齢や経験を考慮した山選び』

『適切な登山計画の作成』を心掛けてください。

本年発生の山岳遭難で登山届の提出率は

登山届は救助の際の重要な手がかり！
必ず提出を！！

－大分県警察本部・大分県山岳遭難対策協議会－


